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■トップセミナーの開催

医療や介護を取り巻く課題に係る調査研究のため、法人の理事、社員の管理者等を対象に実施。

令和５年度の開催テーマ

①新型コロナウイルス感染症を取り巻く動向

②２０２４年診療・介護同時改定のポイント

■保健医療対策会議の開催

非常時の非常時の医療・介護連携マニュアルに規定する同会議の運営の考え方について共通理
解を得るとともに、「新型コロナウイルス感染症を取り巻く動向」をテーマに講演会（トップセ
ミナー）を開催。

同マニュアルに基づく平時の取組として、大規模災害を想定した机上訓練を実施するとともに、
「災害時の感染対策」をテーマに研修会を開催。

【机上訓練】 参加医療機関：療養病床及び一般病床を有する医療機関（７病院）

訓練概要：EMIS（広域災害救急医療情報システム：厚生労働省所管）を活用

した大規模災害想定による大規模災害発生想定基づく情報伝達訓練。
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１ 令和５年度の主な取組 (1) 法人の健全かつ効率的な運営（その１）

■病院開設に係る協議（地域医療の充実）

令和５年８月に新たに社員となった医療法人ホワイトの病院開設について、理事会及

び管理者・病院長会議の合同会議で協議し、地域医療連携法人の特例である病床融通を

行うことを承認。

■医療機能分担・業務連携計画の進捗状況の評価（詳細は、資料Ⅱのとおり）

令和２年度に策定した「日光ヘルスケアネット医療機能分担・業務連携計画」の着実

な推進を図るため、進捗状況を確認・評価。

評価に当たっては、20の評価指標を設定し、評価指標の推移による定量評価に、数値

化が困難な取組状況等を勘案し、総合評価を実施。

■ＷＥＢ会議の実施

各種会議や社員間の連絡調整の効率化を図るため、ＺＯＯＭによるＷＥＢ会議を実施。
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１ 令和４年度の主な取組 (1) 法人の健全かつ効率的な運営（その２）



① 医療機能の分担及び業務の連携

■共同交渉共同購入等ＷＧの取組

共同交渉・共同購入等検討ＷＧ会議において、当法人としてのスケールメリットを

発揮できるよう医療材料の共同交渉、共同購入等のあり方について検討し、当面の取

組として、大量に購入・消費する医療材料の購入状況に係る調査を実施。

■地域フォーミュラリ検討ＷＧの取組

地域フォーミュラリ検討ＷＧ会議において、先進例として、獨協医科大学日光医療

センターから獨協医科大学３病院の取組（院内フォーミュラリの策定・運用）につい

ての発表を受け、今後の検討の参考とするため、獨協医科大学３病院の推奨薬（薬効

群・推奨薬剤）に係る参加医療機関の使用状況調査を実施。
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１ 令和５年度の主な取組 (2) 医療と介護に関する連携事業の推進（その１）

１ 令和４年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その２）

6

■専門研修会の開催

上都賀郡市医師会（北部地区医師会）、製薬会社等との共催により、参加社員の職員を対象に専

門研修を開催。テーマによっては、日光地域の薬局や介護関係者も参加。

専門研修の主なテーマ

・日常診療における説明責任（Ｃ型肝炎の事例に学ぶ）

・認知症診療と地域医療連携（早期認知症診断を目指して－地域診療連携から鑑別診断まで）

・骨粗鬆症治療における全身ＤＸＡ検診の意義を考える

・日光ＣＫＤコンソーシアム 官民一体で地域の透析患者を減らす取組

・災害時の感染対策

・心臓リハビリテーション 心リハとがんリハ・世界と日本の現状と対策

・脳血管障害後のリハビリテーション診療

※新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえ、原則として、WEB形式により開催。



１ 令和５年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その３）

② 介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業

■病院と介護施設の連携推進の取組

・介護や地域包括ケアシステムを見据えた医療体制に関連したテーマで、地域医療連携講演会

等を開催。

研修の主なテーマ

・認知症対策、災害時の感染対策 など
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■養成校へのリーフレットの配付

医療・介護従事者の人材確保のため、看護師・療法士・ 介

護福祉士等の養成校へ人材募集に係るリーフレットを配付。
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１ 令和５年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その４）



③ 医療機器の共同利用、医療材料等の共同購入

■医療機器共同利用システムで利用できる機器の運用

令和３年度から運用している「医療機器共同利用システム」

に基づき、共同利用システムの利用可能な機器情報を周知。

■医療材料分割購入システムの運用

令和４年１２月から運用を開始した「医療材料分割購入シス

テム」に基づき、 分割購入を希望する品目・数量について調

査を実施、分割販売を行う事業者との間での発注・納品を支援。
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１ 令和５年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その５）
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１ 令和５年度の主な取組 (3)市民等を対象とした普及啓発

■法人の紹介・活動内容などの情報発信

「広報にっこう」令和５年１２月号に、法人の特集記事
を掲載し、市民に向けた情報発信を実施。

・ヘルスケアネットが目指す「地域完結型の医療」、病床
機能・医療機関の役割、かかりつけ医・かかりつけ薬局・
お薬手帳を持つことの普及啓発 など

法人の会報「日光ヘルスケアネット通信（4月、5月、12
月）」を発行し、参加社員の職員向けに各種情報を発信。

・法人事業の紹介、参加法人の紹介、研修情報 など

■公開セミナーの開催

法人関係者及び一般市民を対象にとした主催事業として
「正しい服薬と感染症防止対策」をテーマに開催。また、
「日光の森 医療コンサート」を後援。
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１ 令和５年度の主な取組 (3)市民等を対象とした普及啓発

■研修受入

オランダの医療・福祉関係者による視察の受入れ

地域包括ケアシステムの考え方、回復期リハビリテーションや
在宅医療の実施状況、介護医療院の運営状況など、高齢者に対す
る医療から介護に繋がる支援の状況を説明、意見交換の実施。

【講義】

・日光ヘルスケアネットの概要・取組

・日光市の疾病構造の現状と課題

・地域包括ケアシステムの概要

・訪問診療・訪問看護の実施状況

【見学施設】

・日光野口病院（回復期リハビリテーション）

・介護老人保健施設見龍堂メディケアユニッツ（デイケア）

・介護医療院だんえん

・獨協医科大学日光医療センター（ドクターヘリポート等）

２ 今後の取組方向 (1) 基本的な考え方

■個々の社員の意思決定を尊重した緩やかな連携

■社員間の忌憚のない意見交換を通じた

「競争」から「協調」への体制構築

■まずは、可能なところから実施
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２ 今後の取組方向 (2) 中期的な取組方向

■切れ目のない医療・介護サービスの提供

○ 医療連携による病期に応じた適切な医療の切れ目のない提供

○ 不足が見込まれる回復期病床の確保など必要な医療機能の確保

○ 病診連携、介護との連携強化等による在宅医療の充実 など

■医療・介護を支える人材の育成と確保

○ 職員研修や市民向け研修会の共同実施

○ 潜在看護師等に係る情報の共有と再就業への働きかけ など

■業務連携による経営の効率化

○ 高額医療機器のスムーズな共同利用の推進

○ 医療材料や医薬品の共同交渉・共同購入

○ 清掃・リネン等の業務委託の共同交渉・共同実施 など
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２ 今後の取組方向 (3) 令和６年度における主な取組

■切れ目のない医療・介護サービスの提供

○ 「非常時の医療・介護連携マニュアル」に基づき関係機関等と連携し、研修、訓練等を実施

〇 参加医療機関における訪問診療体制の充実

○ 入退院調整が困難な事例に係る地域包括支援センターを含めた法人関係者による検討・調整の場の設置

○ 各種課題への対応、参加社員の管理者等との情報交換・意見交換の場として、保健医療対策会議を運営

■医療・介護を支える人材の育成と確保

○ 参加社員の職員向け「日光ヘルスケアネット通信」の発行（年３回）

〇 育児や介護等により退職した専門職への再就業の働きかけ など

■業務連携による経営の効率化

○ 医師が適切な医薬品を効率的に選択するツールとして「地域フォーミュラリー」に係る検討

○ 令和４年に新たに構築した医療材料等の分割購入システムの的確な運用 など
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■トップセミナーの開催

医療や介護を取り巻く課題に係る調査研究のため、法人の理事、社員の管理者等を対象に実施。

令和５年度の開催テーマ

①新型コロナウイルス感染症を取り巻く動向

②２０２４年診療・介護同時改定のポイント

■保健医療対策会議の開催

非常時の非常時の医療・介護連携マニュアルに規定する同会議の運営の考え方について共通理
解を得るとともに、「新型コロナウイルス感染症を取り巻く動向」をテーマに講演会（トップセ
ミナー）を開催。

同マニュアルに基づく平時の取組として、大規模災害を想定した机上訓練を実施するとともに、
「災害時の感染対策」をテーマに研修会を開催。

【机上訓練】 参加医療機関：療養病床及び一般病床を有する医療機関（７病院）

訓練概要：EMIS（広域災害救急医療情報システム：厚生労働省所管）を活用

した大規模災害想定による大規模災害発生想定基づく情報伝達訓練。
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１ 令和５年度の主な取組 (1) 法人の健全かつ効率的な運営（その１）

■病院開設に係る協議（地域医療の充実）

令和５年８月に新たに社員となった医療法人ホワイトの病院開設について、理事会及

び管理者・病院長会議の合同会議で協議し、地域医療連携法人の特例である病床融通を

行うことを承認。

■医療機能分担・業務連携計画の進捗状況の評価（詳細は、資料Ⅱのとおり）

令和２年度に策定した「日光ヘルスケアネット医療機能分担・業務連携計画」の着実

な推進を図るため、進捗状況を確認・評価。

評価に当たっては、20の評価指標を設定し、評価指標の推移による定量評価に、数値

化が困難な取組状況等を勘案し、総合評価を実施。

■ＷＥＢ会議の実施

各種会議や社員間の連絡調整の効率化を図るため、ＺＯＯＭによるＷＥＢ会議を実施。
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１ 令和４年度の主な取組 (1) 法人の健全かつ効率的な運営（その２）



① 医療機能の分担及び業務の連携

■共同交渉共同購入等ＷＧの取組

共同交渉・共同購入等検討ＷＧ会議において、当法人としてのスケールメリットを

発揮できるよう医療材料の共同交渉、共同購入等のあり方について検討し、当面の取

組として、大量に購入・消費する医療材料の購入状況に係る調査を実施。

■地域フォーミュラリ検討ＷＧの取組

地域フォーミュラリ検討ＷＧ会議において、先進例として、獨協医科大学日光医療

センターから獨協医科大学３病院の取組（院内フォーミュラリの策定・運用）につい

ての発表を受け、今後の検討の参考とするため、獨協医科大学３病院の推奨薬（薬効

群・推奨薬剤）に係る参加医療機関の使用状況調査を実施。
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１ 令和５年度の主な取組 (2) 医療と介護に関する連携事業の推進（その１）

１ 令和４年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その２）
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■専門研修会の開催

上都賀郡市医師会（北部地区医師会）、製薬会社等との共催により、参加社員の職員を対象に専

門研修を開催。テーマによっては、日光地域の薬局や介護関係者も参加。

専門研修の主なテーマ

・日常診療における説明責任（Ｃ型肝炎の事例に学ぶ）

・認知症診療と地域医療連携（早期認知症診断を目指して－地域診療連携から鑑別診断まで）

・骨粗鬆症治療における全身ＤＸＡ検診の意義を考える

・日光ＣＫＤコンソーシアム 官民一体で地域の透析患者を減らす取組

・災害時の感染対策

・心臓リハビリテーション 心リハとがんリハ・世界と日本の現状と対策

・脳血管障害後のリハビリテーション診療

※新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえ、原則として、WEB形式により開催。



１ 令和５年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その３）
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等を開催。

研修の主なテーマ

・認知症対策、災害時の感染対策 など
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■養成校へのリーフレットの配付

医療・介護従事者の人材確保のため、看護師・療法士・ 介

護福祉士等の養成校へ人材募集に係るリーフレットを配付。
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１ 令和５年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その４）



③ 医療機器の共同利用、医療材料等の共同購入

■医療機器共同利用システムで利用できる機器の運用

令和３年度から運用している「医療機器共同利用システム」

に基づき、共同利用システムの利用可能な機器情報を周知。

■医療材料分割購入システムの運用

令和４年１２月から運用を開始した「医療材料分割購入シス

テム」に基づき、 分割購入を希望する品目・数量について調

査を実施、分割販売を行う事業者との間での発注・納品を支援。
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１ 令和５年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その５）
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■法人の紹介・活動内容などの情報発信

「広報にっこう」令和５年１２月号に、法人の特集記事
を掲載し、市民に向けた情報発信を実施。

・ヘルスケアネットが目指す「地域完結型の医療」、病床
機能・医療機関の役割、かかりつけ医・かかりつけ薬局・
お薬手帳を持つことの普及啓発 など

法人の会報「日光ヘルスケアネット通信（4月、5月、12
月）」を発行し、参加社員の職員向けに各種情報を発信。

・法人事業の紹介、参加法人の紹介、研修情報 など

■公開セミナーの開催

法人関係者及び一般市民を対象にとした主催事業として
「正しい服薬と感染症防止対策」をテーマに開催。また、
「日光の森 医療コンサート」を後援。
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１ 令和５年度の主な取組 (3)市民等を対象とした普及啓発

■研修受入

オランダの医療・福祉関係者による視察の受入れ

地域包括ケアシステムの考え方、回復期リハビリテーションや
在宅医療の実施状況、介護医療院の運営状況など、高齢者に対す
る医療から介護に繋がる支援の状況を説明、意見交換の実施。

【講義】

・日光ヘルスケアネットの概要・取組

・日光市の疾病構造の現状と課題

・地域包括ケアシステムの概要

・訪問診療・訪問看護の実施状況

【見学施設】

・日光野口病院（回復期リハビリテーション）

・介護老人保健施設見龍堂メディケアユニッツ（デイケア）

・介護医療院だんえん

・獨協医科大学日光医療センター（ドクターヘリポート等）

２ 今後の取組方向 (1) 基本的な考え方

■個々の社員の意思決定を尊重した緩やかな連携

■社員間の忌憚のない意見交換を通じた

「競争」から「協調」への体制構築

■まずは、可能なところから実施
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２ 今後の取組方向 (2) 中期的な取組方向

■切れ目のない医療・介護サービスの提供

○ 医療連携による病期に応じた適切な医療の切れ目のない提供

○ 不足が見込まれる回復期病床の確保など必要な医療機能の確保

○ 病診連携、介護との連携強化等による在宅医療の充実 など

■医療・介護を支える人材の育成と確保

○ 職員研修や市民向け研修会の共同実施

○ 潜在看護師等に係る情報の共有と再就業への働きかけ など

■業務連携による経営の効率化

○ 高額医療機器のスムーズな共同利用の推進

○ 医療材料や医薬品の共同交渉・共同購入

○ 清掃・リネン等の業務委託の共同交渉・共同実施 など
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２ 今後の取組方向 (3) 令和６年度における主な取組

■切れ目のない医療・介護サービスの提供

○ 「非常時の医療・介護連携マニュアル」に基づき関係機関等と連携し、研修、訓練等を実施

〇 参加医療機関における訪問診療体制の充実

○ 入退院調整が困難な事例に係る地域包括支援センターを含めた法人関係者による検討・調整の場の設置

○ 各種課題への対応、参加社員の管理者等との情報交換・意見交換の場として、保健医療対策会議を運営

■医療・介護を支える人材の育成と確保

○ 参加社員の職員向け「日光ヘルスケアネット通信」の発行（年３回）

〇 育児や介護等により退職した専門職への再就業の働きかけ など

■業務連携による経営の効率化

○ 医師が適切な医薬品を効率的に選択するツールとして「地域フォーミュラリー」に係る検討

○ 令和４年に新たに構築した医療材料等の分割購入システムの的確な運用 など
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